
鹿部

@ 
、
いいまち合金夢のまち

Y 
2000年 1r:t 1目、初詣τa願いζヒ。ピう均

2月号
2000 (平成12年)
No.493 

合金町民憲章
。民主主義巳徹し生活を合理化して近代的怠町Cいだしましょう。
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予
算
と
決
算
は
、
町
政
を
進
め
て
行
く
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
重
要
な
も
の
で
す
。

歳
出
の
消
費
的
経
費
(
給
与
関
係
経
費
、
一
般
行
政
経
費
)
は
、
お

億
1
千
9
百
引
万

3
千
円
で
影
出
総
額
の
特
・

1
%
を
占
め
、
前
年

度
と
比
較
す
る
と
1

・
3
%
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
.
投
資
的
経
費

(普
通
建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
事
業
費
)
は
総
額
包
億

3
千
9
百
げ

万
2
千
円
で
、
歳
出
総
額
の
ロ
・

4
%
を
占
め
前
年
度
と
比
較
す
る

と
、
5
・
0
%
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
は
前
年
度
決
算
額
よ
り
、
6
千
6
百
お
万
1
千
円
の
増
で
、

伸
率
0
・
9
%
と
な
っ

て
い
ま
す
・
主
な
も
の
は
町
税
、
地
方
交
付

税
、
国
庫
支
出
金
、
道
支
出
金
、
町
債
等
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
決
算
は
、
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
第
4
固

定
例
町
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
も
有
効
に
使
う
よ
う
、
通
常
経
費

の
節
減
を
図
り
、
明
る
く
住
み
良
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
福
祉
の

向
上
、
産
業
基
盤
の
充
実
、
町
道
の
整
備
と
町
民
の
生
活
に
密
着
し

た
事
業
を
計
画
ど
お
り
執
行
し
ま
し
た
。

平成10年度一般会計町民一人
当りの決算額

要概の決
1，002，182円
町税 81，444円)

992，741円

入
(内

出

歳

歳

う使われたιー， 
限られた財源を効果的に

特別会計決算の状況

(平成11年3月末7，138人)

一般会計・特別会計で使われたお金

110億34，110千円です。

P司、

• • 冠通
1.4% 
1.0% 
0.2% 。1%。。児

97. 030 
70. 631 
12. 383 
4. 712 
1. 545 

財産収入
地方消費税交付金
繰越金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金

公償資
870. 798 
12.3% 

自動車取得税交付金 53.656 0.8% 
使用料及び手数料 102.489 14% 
分担金Eび負担金 100.980 1 4% 
地方譲与税 114.143 1 6% 
繰入金 37.1940.5% 
諸収入 411.088 5.7% 

す
ハ日刊

勾
習

説明

国からの支出金ほか

老人保健拠出金ほか
国保税、
医療費、

明
U1y繰入金ほか

説

交付金、国 ・道からの支出金、

老人保健医療費ほか

説 明

水道使用料、固からの支出金、借入金ほか

施設の維持管辺費、工事賀、借入金の償還金ほ州

説 明

固からの支出金、借入金ほか

工事費

0.2% 

地方交付税
3.454.203 
48.3% 

，肖防費
206. 727 
2.9% 

7.8% 国庫支出金 558.009 • • 

老人保健特別会計施設勘定

収益的収入及び支出 | 説 明

収益金 343，895千円 |老人保健施設に
総費用 336，502千円 | 係る運'~;費 p 
差引額 7，393千円 | 措l
資本的収入及び支出 .d'l'fTr 
収益金 9，422千円 l 同 Y 1， "'" 

総費用 9，422千円

差引綴 o千円

l凋

国民健康保険特別会計施設勘定

収益的収入及び支出 | 説

収益金 I1，039，470千円 |国保病院に
総費用 I1，026，913千円 |係る運営貨
差引額 12，557千円

資本的収入及び支出

収益金 3，220千円
総費用 45，871千円

差引依iIム 42，561千円

歳出科目 説 明

議会費 議会運営費

総務費 町有財産の維持管理、職員の福利厚生人件費、選挙費ほか

民生費 保育所の運営費、総合福祉施設維持管理運営費ほか

衛生費 各種検診、温泉運営費、術生センター負担金ほか

労働費 各種労働者連合会運営補助、季節労働者検診・事業費ほか

農林水産業費 農業委員会運営費、脱業・畜産 ・林業の振興対策費、農地の改良 ・開発ほか

商工費 商工業の振興費、観光事業費

土木資 l町道の整備・維持管理費、流雪消維持管理費、公園整備・維持管理費、公蛍住宅の建設費ほか

消防'J!i: 槍山広域行政組合負担費、防災関係資

教育費 小 ・中学校維持運蛍費、社会教育関係費、文化財関係費、給食センタ一関係資

公償資 各種事業実施に伴う借入金の冗利償還金、一時借入金利息

災害復旧費 災害被災箇所の復旧費

〕
内

ζ〔

歳出の主な内容

303， 116千円
49， 740千円
183. 535千円
65. 813千円
51. 545千円
393， 119千円
199. 538千円
6.000千円
101，098千円
581. 101千円
149. 317千円
10. 130千円
15. 000千円
10. 000千円
31. 111千円
8.854千円
69. 354千円

基金
財政調整基金
国保事業財政 調整基金
土地開発基金
国営土地改良支払基金
奨学資金貸付基金
国鉄瀬棚線代替輸送確保基金
減債基金
高林文庫基金
ふるさと創生基金
文化センタ ー 基金
地域福祉基金
中山間ふるさと水と土保全基金
河川 環 境保全基金
丹羽文庫基金
簡水財政調整基金
中山間地域活性化推進基金
公共施設整備基金

証券・

その他の権利

d審議穆11?
〕。‘u〔

CID 
248. 823千円
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ロ
月
別
日
の
定

例
議
会
に
お
い

て
、
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
、
補
充

員
が
選
任
さ
れ
、

l
月
ロ
日
の
選
挙

管
理
委
員
会
の
互

選
の
中
で
、
委
員

長
に
吉
田
英
俊
さ

ん
、
委
員
長
職
務

代
理
に
石
川
豊
三

さ
ん
が
、
委
員
に

山
団
長
澄
さ
ん
、

池
田
常
誓
さ
ん
が

選
任
さ
れ
ま
し

た。
委
員
長
に
選
任

さ
れ
た
吉
田
さ
ん

は
、
昭
和
お
年
町
職
員
と
な
ら
れ

た
の
を
皮
切
り
に
、
昭
和
臼
年
に

収
入
役
、
平
3
年
に
は
助
役
の
要

職
を
歴
任
し
平
成
7
年

6
月
に
任

期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し

た。
ま
た
、
平
成

8
年
か
ら
は

「今

金
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
」

の
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
吉
田
さ
ん
は
「
選
挙
は
あ
く

ま
で
も
、
有
権
者
が
主
役
で
す
。

特
に
初
代
の
若
者
に
選
挙
公
報
を

通
じ
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
投

委員長に吉田英健さんが選任

票
率
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た

い
。
選
挙
違
反
等
の
防
止
に
も
努

め
て
い
き
た
い
。
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

，r 
Eヨ

英

俊
さ
ん

65 
歳

田

新
し
い
選
挙
管
理
委
員
会
の
委

員
、
補
充
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。
(
敬
称
略
)

委委皇
員員
長長 員
職

池山石務吉
代

田凹 川 理問

英

{査

7F;民堂

哲澄三

委委

員員

O
補
充
員

大北津鈴

谷村村木

早茂明

苗純美捷• 

d 

• 

総
合
計
画
策
定
審
議
会
始
ま
る

会
長
に
狭
間
勝
昭
さ
ん
、

副
会
長
に
小
川
宏
さ
ん
が

中
究
平
4

」

E
f

1
月
山
目
、
第
l
回
第
4
次
今

金
町
総
合
計
画
策
定
審
議
会
が
役

場
で
開
催
さ
れ
、
会
長
に
狭
間
勝

昭
さ
ん
、
副
会
長
に
小
川
宏
さ
ん

が
就
任
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
経
過
説
明
、
割
引
画

策
定
概
要
、
今
後
の
審
議
会
の
運

要

美

明
直

営
等
に
つ
い
て
の
協
議
が
な
さ
れ
、

各
専
門
部
会
構
成
と
部
会
長
副
都

会
長
の
互
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
長
に
就
任
し
た
狭
間
さ
ん
は

「町
の
発
展
の
た
め
、
町
長
の
裕

問
に
応
え
る
た
め
努
力
し
た
い
」

と
、
副
会
長
に
就
任
し
た
小
川
さ

ん
は
「
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
と

い
う
思
い
も
あ
り
、
様
々
な
課
題

に
取
り
組
み
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ

決
意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

絹子

卓

景子

幸好

大
塚
教
育
長
優
良
職
員
表
彰
受
け
る

1
月
凶
目
、
柏
山
支
庁
長
か
ら

大
塚
教
育
長
が
俊
良
職
員
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

大
塚
教
育
長
は
、
昭
和
お
年
に

町
職
員
と
な
り
、
産
業
課
土
地
改

良
係
を
振
り
出
し
に
教
育
委
員
会

管
理
謀
長
、
議
会
事
務
局
長
、
総

務
課
長
を
歴
任
し
、
そ
の
笠
宮
な

識
見
と
卓
越
な
行
政
能
力
が
認
め

ら
れ
教
育
長
に
就
任
す
る
な
ど
地

方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
他

教
育
委
員
に
柴
谷
澄
子

さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

ロ
月
幻
自
の
定
例
議
会
に
お
い

て
、
柴
谷
澄
子
さ
ん
が
教
育
委
員

と
し
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
教
育
委
員
は
次
の
と
お

り
で
す
。
(
敬
称
略
)

委
員
長

竹

委
員
長
代
理+主柴細大

す草

内

雄

塚川谷吉

勝信澄義

三 一 子行

委

員

委

員

教
育
長

ロ
月
間
μ
目
、
老
人
保
健
施
設
の

入
所
者
と
「
せ
せ
ら
ぎ
」
の
利
用

者
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
盛
大
に

・

行
わ
れ
ま
し
た
。
入
所

十

問

者
同
特
別
出
演
し
た
、

テ

時

槍
山
北
高
校
ボ
ラ
ン
テ

一

汁

ィ
ア
同
好
会
の
歌
や
緑

パ

封

柳
会
の
踊
り
、
林
磯
次

女

計

郎
さ
ん
の
マ
ン
ド
リ
ン

ロ

州

演
奏
な
ど
を
家
族
と
共

刀

盛

に
楽
し
ん
で
い
ま
し

1
⑥

た
。
ま
た
、
槍
山
北
高

，

絞
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好

会
は
、
地
中
備
か
ら
参
加
す
る
な
ど

職
員
の
裏
方
の
仕
事
も
体
験
し
て

い
ま
し
た
。

の
職
員
の
僕
批
判
と
し
て
の
功
紛
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

大

t景

勝

さ
ん

65 
歳

公
平
委
員
に
大
倉
寮
一

さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

ロ
月
幻
日
の
定
例
議
会
に
お
い

て
、
大
倉
寮

一
さ
ん
が
公
平
委
員

と
し
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
公
平
委
員
は
次
の
と
お

り
で
す
。
(
敬
称
略
)

委
員
長

坪

田

委
員
長
職
務
代
理

大

倉
八
重
僅

有

隆

寮

清 一

委

員• • 

北
部
槍
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合

で
は
、

4
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
資

源
ご
み
の
分
別
収
集
を
、
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
伴
い
、

2
月、

3
月
の

2
ヶ
月
間
試
行
し

ま
す
。

〕組件〔

ー

資
源
ヲ
」
み
の
収
集
は
次
の

6
種

類
に
分
け
ら
れ
て
、
色
分
け
さ
れ

た
4
種
類
の
専
用
袋
か
処
理
券
シ

ー
ル
、
牛
乳
パ
ツ
ク
シ

l
ル
を
貼

っ
て
収
集
日
に
出
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。

①
缶
類

②
瓶
類
と
ベ

ッ
ト
ボ
ト
ル

③
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

④
紙
パ

ッ
ク
煩

⑤
段
ボ
ー
ル

⑥
そ
の
他
の
紙
製
品

L 

苦'f~，(')(:~(--'f:?-c 1(，.)" ~( .Jr )f:;'r~'f，~(苦手)f，.~f;J;.1N("J'fJf.**~~;ff.:総f~t:*~f;期総将託手t

jj つ『ま J3
立 とき 2000年2月12日・ 13日 護
委 ところふれあい広場(合金小学校向) さ
護 *スノーボードハーフパイプ 襲
警 工アショー (12・13日) 議
室 『合金町出島 松井田市さんlまか』 を

せ夢、、

gt 
警 2日12日 (土) 登
美 *キャラクターショ一 審
54 vt平浩二 オンステージ 15 
32 料の夜空に大輪の花『スパークリング花火ショーJ3 
21 2日13日(日) 理、、

TS *キャラクターショー 義
3h *脆術開I ヨシ&シルキーマジツクショー 護
送 踊り&歌謡ショー元禄小町~みゆき組~喜
楽 *第4回平成雪合戦捨山大会 系
遂 (第12回昭和新山国際雪合戦出場予選会) 送
装 -1昭和新山国際雪合戦に出場するのは、 議
黍 果たしてどのチームか7- 菜
採 深
深深
深※お問い合わせは お

送 いまかね雪まつり実行委員会82-0724 ~~ 
~f:発訴事t括的W鋭、合草書武将採訟誌孫宇治M~t:孫括採手是認託手若手t先手~**-;";.~;お9fJt害者

消
防
。
ホ
シ
ブ
章
裏
話

今
金
消
防
署
(
槍
山
広
域
行
政

組
合
)
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が

更
新
さ
れ
ま
し
た
。

更
新
さ
れ
た
ポ
ン
プ
車
に
は
照

明
が

2
灯
装
備
さ
れ
、
特
に
夜
間

の
消
火
活
動
に
威
力
を
発
問
押
し
て

く
れ
そ
う
で
す
。

出
動
す
る
機
会
の
な
い
こ
と
が
、

一
番
い
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん。

〕民ω〔

委員は次のとおりです。(敬称略)

(1)公共的団体を代表する者

・小川 宏・大倉紀子・加藤

.斎藤 忠・多国佳正・土橋

.内藤弘充.中山一浩.仁木

.村上忠弘

(2)関係行政委員会を代表する者

・沢口忠克.柴谷澄子・山崎

・湯浅秀夫・渡辺 二郎

(3)識見を有する者

.狭間勝昭.山北

(4)一般公募者

.岡本 優.加藤俊治.川上

.栗城敏雄.佐藤伊生・様

.中川 繁二.八重樫清

(5)その他町長が必要と認める者

・水口 卓思.川崎良子.沢口

.高橋伯奉.牧野路子
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児
童
名
(
保
護
者
名
)

大
平

一
心
(
伸

二

吉
田
大
樹
(
淳
ご

清
水
李
佐
子
(
健
ご

本
原
愛
(
附
看
)

小
岩
有
香
(
清
明
)

藤
倉
貴
之
(
正
明
)

鈴
木
り
さ
(
正
孝
)

大
平
将
人
(
隆
義
)

植
村
友
祐
(
明
光
)

宮
本
知
怖
(
彰
)

立
花
優
帆
(
弘
樹
)

佐
々
木
江
里
奈
(
明
美
)

平
原
美
郷
(
信
男
)

黒
沢
正
雄
(
元
)

加
藤
愛
美
(
晋
一
)

川
崎
美
有
(
栄

二

時

間

班

未

(

微

)

内
海
夕
香
(
千
寿
男
)

須
田
花
奈
恵
(
捻
)

水
本
規
円
山
(
俊
光
)

佐
瀬
杏
奈
(
敏
秀
)

伊
藤
琴
美
(
義
浩
)

川
上
純
奈
(
徹
)

山

崎

抱

一一

(
賢
司
)

女
池
直
樹
(
雄
弘
)

川
版
純
子
(
雅
之
)

恨
井
紫
帆
(
敏
行
)

岡
林
悠
花
(
型
悟
)

山
本
な
な
せ
(
直
峻
)

田
村
愛
未
(
裕
司
)

神金八八今今今今今今今今今今今今今今今今

丘原、来東金金金金金金金金金金金金金金金金

小
嶋
美
穂
(
誠
)

須
田
結
衣
(
義
治
)

由
浅
里
佳
(
和
正
)

佐
藤
祥
太
(
章
降
)

膏
藤
亜
未
(
硲

一
)

膏

藤

俊

{

総

こ

成
田
将
康
(
光
康
)

荒
川

拓
也
(
英
也
)

赤
羽
線
駿
之
介
(
治
)

小

林

徹

(

京

)

下
回
屋
朱
音
(
守
)

伊
藤
大
師
(
富
士
男
)

鈴
木
り
ほ
(
太
)

川
平
彩
加
(
秀
明
)

天
沼
広
安
(
彰
純
)

山
崎
森
(
窓
彦
)

土
橋
由
輝
奈
(
美
佐
男
)

必
回
俗
政
(
底

こ

中
山
附
希
ご
浩
)

須
田
佳
腕
(
由
美
子
)

待
巧
に
待
っ
た
入
ヰ
[
子
の
日
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
4
月
に

ゆ
「
ぴ
っ
か
ぴ
っ
か
」
の
一
年
e

生
が
、
重
そ
っ

8-つ
ン
ド
む
凡

背
負
っ
て
歩
く
姿
げ
自
に
浮
品
川

び
ま
す
。

今
年
入
学
す
る
新
入
学
児
童

左
紹
介
し
ま
す
。

〕FO
 
〔

タ
シ
チ
ョ
ウ

夢
球
場
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
つ
い
ば
む

愛
指
令
の
会
(
大
倉
寮
一
会

長
)
は
、
去
年
愛
指
令
ラ
ン
ド
内

の
夢
球
場
で
収
穫
し
た
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
を
、
ぜ
ひ
タ
ン
チ
ョ
ウ
餓
に

会
っ
て
食
べ
て
い
る
姿
を

一
目
見

た
い
と
、
1
月
9
、

ω日
に
わ
た

り
鶴
居
村
に
あ
る
伊
藤
タ
ン
チ
ョ

ウ
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
訪
れ
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
2
5
0
旬
を
手
抜
し
ま

し
た
。

モ5うEぢぐ

今年(a~I人σ〉
新入場!号室

h
F
 一
た
神
丘
小
学
校
の
児
童
と
父
母
の

『
一
行
は
名
。

一
行
は
9
日
に
紛
居

村
に
到
活
し
伊
藤
タ
ン
チ
ョ
ウ
サ

ン
ク
チ
ュ
ア
リ
の
チ
!
ア
レ
ン
ジ

ャ
|
原
因
さ
ん
と
、
タ
ン
チ
ョ
ウ

に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
を
行
い
ま

し
た
。
翌
叩
日
に
は
待
望
の
タ
ン

チ
ョ
ウ
と
対
面
。
原
田
さ
ん
が
手

渡
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
早
速
子

供
た
ち
の
目
前
で
食
べ
さ
せ
て
く

れ、

ω
m近
く
ま
で
近
寄
っ
て
タ

ン
チ
ョ
ウ
に
感
動
し
て
い
た
よ
う

で
し
た
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て

は
、
最
高
の
体
験
学
習
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

年生

※
名
前
の
も
れ
て
い
る
方
、
転

入
さ
れ
た
方
は
教
育
委
員
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(8
2
3
4
8
8
)
 

今
回
餓
居
村
を
訪
れ
た
の
は
、

愛
指
令
の
会
の
鷲
野
竹
春
さ
ん
を

は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、

一
緒
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
収
機
し

• 

• 

， 

• 

• 

固定資産の価格等に係る審査申出制度
が変わりました(平成12年1月1日)

J 

1 .審査申出期間の延長

審査申出期間を納税通知書の交付を受けだ日後30日ま
で巴延長する。

主よお、これ|こ伴い、縦覧期聞についても所要の規定の

整備を行う。

n見行審査申出期聞は、縦覧期間の初日からその末日後
10日まで]
2 審理手続等の合理化

①審査申出事項の含理化

審査申出事I頁を固定資産の価格とする。(その他の事

項lこ係る不服lこついては、行政不服審査法の不服申立
ての対象となる。)

[現行固定資産課税台帳登録事項(価格、課税標準額、

納税義務者等)が審査申出事項]

②市町村長I~対する照会制度の創設

審査申出人が市町村長lこ対し、その主張に理由があ
ることを明らか巴するだめ!こJfb、要な事I頁について照会

をすることができる制度を創設する。

[現行:委員会を通じての資料請求のみ可]

③審理手続φ含理化
-裁決にI，H里白を付さなければならないこととする。
・書面審理のほか、審査申出人の申請があった場合区

は、委員会巴対して口頭で意見を述べる機会を与えな

ければ怠ら主よいこととし、1G'、要がある場合巴は審査申

出入、市町村長の両者の出席を求める口頭審理の手続

巴よることとする等一連の手続規定を整備する。

④審査長の審査巴おける指揮権の明確化

審査長が口頭審理巴おける指揮権を有する旨を、法

令!こ明記ずる。

-
会
場

・
北
総
山
町 役
場
中
会
議
室

確
定
申
告
岨
該
自
の
平
案
内

-
日
時

2
月刊
ω
日

-m日

次
の
日
程
で
、
税
務
署
の
職
員

が
割
算
方
法
や
申
告
書
の
怠
き
方

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
最
寄

り
の
会
場
に
お
気
軽
に
お
い
で
く

午
前
叩
時

1
午
後
4
時
ま
で

・
会
場

北
槍
山
消
防
場

回
瀬
棚
町

・
日
時

3
月
1
日

だ
さ
い
。

午
前
川
時

1
午
後
4
時
ま
で

・
会
場

役
場
会
議
室

-
八
雲
税
務
署

・
日
時

2
月
凶
日
1
3
月
日
日

午
前
9
時
1
午
後
4
時
ま
で

※
土
曜
日

・
日
曜
日

・
祝
日
を
除

土
曜
日
・日
曜
日
及
。
ひ
祝
日
は
、

税
務
署
は
閉
庁
し
て
お
り
ま
す

が
、
申
告
書
等
を
提
出
さ
れ
る
方

の
た
め
に
「時
間
外
収
受
ポ
ス
ト
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ラ
盆
町

休※く
み正
と午
なか
っ ら
て午
い後
ま 1
す時
。ま

で
は
昼

日
時

2
月
川
抗
日

・
お
日

午
前
川
時

1
午
後
4
時
ま
で

• • • • . 
• • . 
• • • . . 
• • • . 
• • • . . 
• • • . . . 
• • • • • . . 

J 

1階税務

女一般所得申告相談日

@期間 2 月 24 日(木)~ 3月15日(水)

・受付時間 午前9時~午後4時まで

(※お身体の不自由なかたについては、

課にご相談下さい。)

。股業所得 ・一般確定申告相談会場

役場3階会議室(土 ・日-祝日を|除く)

(※正午から午後 l時までの時間も受け付けてお

ります。)

-Ju--HEM--v
・v
・リ
Ayv
・v・v
・"

国
民
健
康
保
険
税
(
国
保
税
)

課
税
に
伴
う
所
得
申
告
の
ご
案
内

国
保
税
納
税
義
務
者
の
か
た
に

つ
い
て
は
、
住
民
税
の
申
告
義
務

の
な
い
と
思
わ
れ
る
か
た
で
も
、

国
保
税
課
税
(
特
に
軽
減
判
定
)

の
た
め
、
所
得
を
杷
援
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
下
記
の
日
程

申
告
く
だ
さ
る
よ
う

月 日 J昌平組合名

2月16日
午前下稲穂、上種川、下トマンケシ、

八束宮の下
(水)
午後ー下豊田、神丘中台、ヒ鈴金、光台

2月17日
午前金又、住 [:1:1、春日j司、美利河、

イマヌエル
(木)
午後御影、上回代、八束初回、八鈴 | 

2月18日
午前花石、中トマンケシ、南豊受、

(金)
亘，j言aLtp3aζ 

午後奥種川、種川宮前、八束吏生

2月21日
午前ー寒昇、金!京旭、白石、神丘新興 | 

(月)
午後鈴問第一、鈴問第二、南田代.

上金原、上稲穂!

午前鈴岡下台、日進、トマンケシ.

2月22日 Nr丘中央、金原昭和、鈴金
(火) 午後中里、八東栄、八束南原、

金原宮前

2月23日 午前ー神丘共和、上盟国

(ノ，]<) 午後住吉、団代

平成11年分

農業所得 ・一般確定申告相談日程表

。
期

2
月
時
日

(
水
)

間

1
4
月
げ
日
(
月
)

(士

・
日
・

祝
日
を
除
く
)

午
前
9
時
1

午
後
4
時
ま
で

役
場
1
階
税
務
課

*1品業所得申告相談日

。
受
付
期
間

。
場

所

等
に
よ
り
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
(
対
象
者
と

思
わ
れ
る
か
た
に
は
、
別
途
集
中
世

等
に
よ
り
こ
案
内
い
た
し
ま
す
。
)

※
正
午
か
ら
午
後
l
時
ま
で
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

〕ヲf〔



プール

山鹿鹿本広域行政事務組合

ユ

熊本県の予供たち

ピリカに友好のシ

， 
e 

熊
本
県
の
山
鹿
市
と
周
辺
の

5

町
(
鹿
北
町
、
菊
鹿
川
、
鹿
本
町
、

鹿
央
町
、
植
木
町
)
構
成
し
て
い

る
山
鹿
鹿
本
広
域
行
政
事
務
組
合

が
主
催
す
る
、
『
少
年
少
女
友
好

の
シ
ュ
プ
ー
ル

ω』
の

一
行
川
崎
名

が
ロ
月
お
日

1
幻
日
の

3
日
間
に

わ
た
り
本
町
の
冬
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
お
目
、
美
利
河

小
学
校
体
育
館
で
本
町
の
児
童
生

徒

M
名
と
郷
土
芸
能
の
披
露
や
プ

レ
ゼ
ン
ト
交
換
、
問
の
歴
史
や
紹

介
を
通
し
交
流
を
図
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ピ
リ
カ
ス
キ
1
場

に
パ
ス
で
移
動
し
、
今
金
町
ス
キ

!
連
盟
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
ス

キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
圏
域
の
子
供
た

砂

山
鹿
市
伝
統
の
灯
龍
踊
り a

lこ ¥t
挑 立
戦

• 

t 

• 

⑧
⑮
⑧
⑩
⑧
値
切

税
に
つ
い
て

今
金
中
学
校

3
年健
太
く
ん

能
還

僕
は
、
税
に
つ
い
て
ど
の
く
ら

い
知
っ
て
い
る
の
。
た
ろ
う
。

辞
典
で

「税
」
と
調
べ
て
み
る

と
、
「
み
つ
ぎ
も
の
」
と
い
う
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
税

金
」
と
調
べ
て
み
る
と
、

「租
税
と

し
て
納
め
る
お
金
」
と
普
か
れ
て

い
ま
し
た
。

よ
う
す
る
に
こ
の
「
税
、
税
金
」

と
い
う
も
の
は
、
国
や
県
な
ど
に

お
金
を
み
つ
ぐ
と
い
う
意
味
ら
し

し
と
こ
ろ
で
、
僕
は
税
金
に
つ
い

て
は
、
少
し
し
か
知
ら
な
い
。

ま
ず
税
金
と
言
っ
て
始
め
に
思

い
出
す
の
は
、
消
費
税
だ
。
数
年

前
に

3
%
か
ら

5
%
へ
と
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
ね
。
こ
の
消
費
税

と
い
う
の
は
い
っ
た
い
何
の
た
め

に
と
ら
れ
る
も
の
な
の
か
、
よ
く

わ
か
ら
な
い
。

他
に
知
っ
て
い
る
も
の
と
い
え

ば
、
所
得
税
と
い
う
も
の
も
あ

る
。
こ
れ
は
、
そ
の
人
の
所
得
に

応
じ
て
金
額
が
決
ま
る
も
の
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

他
に
は
、
固
定
資
産
税
な
ど
と

い
う
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
自

分
の
家
な
ど
固
定
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
も
の
に
か
け
ら
れ
る
税
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

他
に
も
い
ろ
い
ろ
様
々
な
税
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
様
々
な
税
金
を

使
っ
て
、
各
種
の
福
祉
施
設
が
建

企高齢者福祉寮「せせらぎ」

ち
に
異
な
っ
た
環
境
、
文
化
、
価

値
観
に
触
れ
さ
せ
、
雪
国
の
子
供

た
ち
と
の
交
流
、
生
活
体
験
を
通

し
て
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
再
発

見
し
て
も
ら
お
う
と
、
本
町
を
訪

れ
た
も
の
で
す
。

品川一

て
ら
れ
た
り
、
高
速
道
路
が
つ
く

ら
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
様
に
い
ろ
い
ろ
な
事
に
、

ゅ
う
こ
う
に
使
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
中
に
は
税
金
を
払
わ
な
い
人

も
い
ま
す
。

「
脱
税
」
と
い
う
言
葉
も
あ
り

ま
す
。こ
れ
は
、
「
納
め
な
く
て
は
な

ら
な
い
税
金
を
、
不
正
な
方
法
に

よ
り
納
め
な
い
で
す
ま
す
こ
と
」

と
い
う
ふ
う
に
辞
典
に
は
書
か
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
脱
税
と
い
う
の
は
犯
罪
で

す。
ニ
ュ

ー
ス
な
ど
で
も
、
た
ま
に

「
A
製
薬
会
社
の

B
社
長
が

・・・

」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
放
送
さ
れ

た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
僕
の
考
え
で
す
。

人
聞
は
と
し
を
と
る
と
年
金
な

ど
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
年
金
と
い
う
の
は
成
人
の

人
が
納
め
て
い
る
税
金
だ
と
い
う

こ
と
を
聞
い
た
事
が
あ
り
ま
す
。

よ
う
す
る
に
、
納
税
者
が
税
金

を
納
め
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
高

れ
い
者
が
年
金
で
暮
ら
す
こ
と
が

出
き
な
い
と
い
う
事
だ
と
思
い
ま

す。
始
め
の
う
ち
は
、
な
ぜ
税
金
な

• • • • 

(8) 

1
月
日
目
、
今

金
町
こ
ど
も
会
連

合
会
(
新
居
昭
夫

会
長
)
主
催
に
よ

る
第
9
回
百
人

一

首
大
会
が
今
金
百

人

一
首
ク
ラ
ブ
の

協
力
で
総
合
体
育

館
の
武
道
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に

.
は
、
各
地
域
か
ら
冬
休
み
期
間
中

に
猛
練
習
を
重
ね
た
、
小
・
中
学

生

η
名
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

• • • • • • • • • • • • . • • • • • • • 
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

一
ア
の
品

小
，

f
3年
生
以
下

・

優

勝

八

東

日

・

野

田

直

樹

(
2
年
)

・

田

中

里

沙

(
2
年
)

・
山

本

敏

介

(
1
年
)

目
下

4
4

以
上
)

. • • 
• II 
優

土讃杉
橋岐林 勝

八
束
C

由
悠

(
5
年
)

遼

(
4
年
)

龍
二

(
5
年
)

• • • • • 

• • 
ん
か
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
す
が
自
分
が
年
を
と
り
年
金

で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
も
、
自

分
よ
り
若
い
納
税
者
が
、
税
金
を

納
め
な
い
と
な
る
と
、
自
分
が
働

い
て
い
く
し
か
な
い
で
す
ね
。

し
か
し
高
れ
い
者
を
つ
か
っ
て

く
れ
る
会
社
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
な

い
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
自
分
の
た
め
に
も

人
の
た
め
に
も
税
金
は
き
ち
ん
と

納
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

※
こ
の
作
文
は
、
平
成
什
年
度
今

金
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
表

彰
作
品
で
す
。

中
学
生
の
官

.

優

勝

A
チ

ム

・
山
崎
早
野
花

(
1
年
)

・
本
多
香
織

(
1
年
)

・
谷
崎

千
夏

(1
年
)

ま
た
、

1
月間
ω
日
に
上
ノ
国
町

で
開
催
さ
れ
た
、
第
幻
回
檎
山
管

内
こ
ど
も
会
「
新
春
か
る
た
大

会
」
に
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
か
ら

2
チ

ー
ム
、
小
学
生

・
中
学
生
の
部
か

ら
そ
れ
ぞ
れ

4
チ

l
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

今nrnの
過!I故
12月発生 12月末現在

発生件数 2件 18件
死者数 O名 1名
傷者数 2名 23名

※ss運動(スピードダウン・シ
ートベルf活用)で交通事故を未
然に防ごっ!

交通事故死ゼロ日数 1 6 7日

い ð. いと~Cl-Pl I Oti<:; 
工ョイ Ilド乙ート司E同打義務化
。歳EE5覇。7自由向】

一

主
ぎ
ん
が
S

あ

f

一

~

冬

銀

河

触

れ

合

ふ

グ

ラ

ス

短

め

け

り

今

村

由

井

子

会

川

ひ

か

り

と

ゅ

う

づ

き

あ

さ

か

え

』
q

，

光

鋭

き

タ

月

上

げ

て

冴

え

返

る

杉

本

あ

い

俳

司

法
つ
が
ま
あ
い
さ
つ

i
し

し

月

晶

初

釜

や

挨

拶

潔

と

師

の

師

な

る

伊

藤

翠

女

利

ゆ
き
い
つ

〈

さ
し

だ

U
し
ぷ
〈
ろ

な

ご

り

雪

一

句

差

出

す

箸

袋

芳

賀

あ

き

え

ぼ
う
せ
っ

さ

く

〈

か

ぜ

た

ぱ

防

雪

の

柵

く

ぐ

り

来

る

風

の

束

阪

井

み

え

ι
r
v
r
 
1
2

2
つ

お

も

ひ

と

こ

i
雪

に

雪

積

も

る

重

さ

や

人

恋

へ

り

斉

藤

み

ち

え
ん
ち
ょ
う

め

き

て

ん

ら

へ

だ

(9) 



北槽山町 11 八雲町
日本海の荒波にもまれて育った 愛雪・友雪・親雪フェスティパル~

お い 第13固八雲さむいベや祭。
美昧じい『編成産カキ』 口日時 2月13日(日)
力キフライカキ酢 カキ鍋などお好 午前10時~午後3時
みの食べ方で栄養満点ぷっくり太った 口会場旧雪印跡地(相生町)
新成産カキをお召し上がりください。 掛町立図書館!fiJ側

出何かとやっかいものの雪。でも、そん
な3と友達になろうというのが 『八雲
さむいべや祭り』。会均は大小たくさ
んの富保が作られ賑やかです。
スノーモービルの運行や雪合戦 民
謡・歌謡ショーなどのたの」いイベント
が盛りだくさん。
家族揃って遊びに来てください I I 
・詳しくは、八雲さむいべや祭り実行委
民会
(八雲町公民館内flOI376-3-3131)へ。

-価格/1kg (約8個)500円
(消費税込み)

・地方発送もいたします。
・出荷は2月下旬からの予定です
園お問い台わせ ・お申し込み
ひやま漁協瀬棚支所太地出張所
(新成flOI378-6-0310)
。葛西勉さん
(新m1flo1 378-6-0233) 

，-ー、，園田E

I 瀬制町 l 
r遠TONE音Jコンサート J 

I -北海道の風景が聞こえる
いつもそこにある音楽。 I
凋の声、風の昔、陽の光、大地の冨き
・とき 3月5日(日)

午後2時(開演)
瀬棚町町民センタ
楽器体験コナ

(琴 ・尺八)
出チケットなどについてのお[1¥仏、台わせ
は、瀬棚町文化|宝l体連絡協議会事務局
まで。
[教育委員会社会教育奴

flOI378-7-3322l 

-ところ
・その他

臨

時

事

務

員

を

募

集

町
で
は
、

4
月
か
ら
勤
務
す
る

臨
時
事
務
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

希
望
者
は
、
履
歴
書
を
2
月

μ

日
ま
で
に
総
務
課
総
務
係
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

『

H
い
品一三ロ

。
臨
時
事
務
員

叩
名
程
度

年
齢
凶
歳
以
上

※
お
問
い
合
わ
せ
先

《
総
務
課
総
務
係
》

8
2
1
0
1
1
1
 

臨

時

看

諮

婦

を

募

集

訪
問
看
談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は

臨
時
看
護
婦
を

一
人
募
集
し
て
い

ま
す
。
採
用
は
随
時
。

希
望
さ
れ
る
方
は
総
合
福
祉
施

設

「と
し
べ
つ
」
に
履
歴
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

《
総
合
福
祉
施
設
「
と
し
べ
つ
」

内
老
人
保
健
施
設
管
理
係
》

8
2
2
7
8
0
 2 

寸

No.22 

-

荘

一町
m刷

一
威
嚇一州

大

宿
酪民国

ここ貝取澗渓谷の雄大な自然に

抱かれるようなおもてなし、温泉

と美味しい郷土料理で、心も体も

ゆったりとリラックスできるひと

ときをお約束します。

圃場所大成田]字貝取澗

(~OI398-4-5522) 

圃宿泊料金 7， 100円

※あわび鍋などの特別料理有り

]リド-JL交涜ネットワーヲ陪報

熊石町
有 j舌アワビ郵J、ック
海中主主殖された『あわび』をふる

さと小包で全国に発信。酸素と保

冷剤を入れて「生きたまま」お届け

する熊石町の味覚。

.10個入 5，530円(道内)
個数用 ・他地域郵送可能

・お問い合わせ先

熊石郵便局 ~01398-2-3380 
ふるさと創生事業部

~OI398-2-2245 

長万部町
~無料のリフト運行中

.長万部町民スキー場.
長万部町民スキ 場では、無料リ
フトを次のとおり運行しています。
家族みんなでスキー、ソリ スノ
ーボードを楽しみ、帰りには長万部
温泉でおくつろぎください。
。リフト運f了時間
・火~金曜日 午後6時~日時
・土、日曜日、祝日 午前9時~
午後9時(正午~午後11時、午後
5時-6時は休止)
※月曜日と祝日の翌日は、運休しま
すので、ご了承ください。

{ 

• • 

『
は
く
で
九
』
か
ら
の
業
務
取

扱
い
陪
舗
愛
国
交
の
お
知
ら
せ

平
成
ロ
年
3
月
末
日
を
も
ち
ま

し
て

「ほ
く
で
ん
」
北
槍
山
営
業

所
が
「
ほ
く
で
ん
」
八
雲
営
業
所

に
統
合
さ
れ
、
故
障
修
理
や
引
越

し
時
の
電
気
休
止
作
業
な
ど
は
、

新
た
に
設
置
さ
れ
る
「
ほ
く
で
ん

サ
ー
ビ
ス
庖
(
宮
本
電
気
商
会
)
」

で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

お
客
さ
ま
申
し
出
の
受
付
対
応

は
、
次
の
と
お
り
八
雲
営
業
所
で

取
り
扱
う
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

[新
た
な
担
当
事
業
所
(
受
付
窓

口
)
]

-
ほ
く
で
ん
八
雲
営
業
所
へ
は
従

来
ど
お
り

8
4
5
5
5
3
へ
電
話
願
い
ま

す。-
ほ
く
で
ん
八
雲
営
業
所
直
通
電

話8
0
1
3

7

6

2
i
2
5
3
1
 

2日7日lま
『北方領土の日』
上国 開地らの 1
げ民北さで 2 日年
てみ方れさ月を)
いん領まま 20中
くな士すざ日心
こでの ままと
と返旦 なです
が還問 返のる
必運返 還問 1
要塁手J活 運 、月

でを;吉野J全 21
す盛江 が道日
り円 展各かこ

歳末助け合いで集まった募金を手渡す
ライオンズクラ7'(12月21日)バ

ザ
ー
の
収
益
金
を
寄
付
す
る

今
金
小
学
校
児
童
会
(
刊
は
月
辺
日
)

「北
方
領
土
の
日
」
は、

-
8
5

5
年
2
月
7
日
に
静
岡
県
伊
豆
半

島
の
下
回
に
お
い
て
調
印
さ
れ
た

です
日
露
通
好
条
約
に
よ
り
、

ロ
シ
ア
の
国
境
が
択
捉
島
と
ウ
ル

ッ
プ
島
の
問
に
定
め
さ
れ
た
こ
と

日
本
と

に
由
来
し
、

昭
和
郎
年

(
1
9
8
 

に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

各
種
啓
発
事
業
へ
の
参
加
や
著

名
活
動
へ
の
こ
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。• • 

党
せ
い
剤
や
大
麻
な
ど
の
薬
物

は
習
慣
性
が
同
阻
め
て
強
く
、
乱
用

に
よ
る
幻
覚
や
妄
想
が
殺
人
や
放

火
な
ど
の
凶
悪
な
犯
罪
や
交
通
事

故
を
引
き
起
こ
し
た
り
、

よ
っ
て
死
亡
す
る
な
ど
、
中
毒
に

使
用
者

本
人
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
人
や

社
会
全
体
に
対
し
て
も
被
害
を
及

ぼ
し
ま
す
。

乱
用
を
や

め
て
も
睡
眠
不
足
や
過
労
、
ス
ト

レ
ス
、
飲
酒
な
ど
が
き

っ
か
け

で
、
幻
覚
、
妄
想
な
ど
の
精
神
的

障
害
が
突
然
現
れ
る

更
に
は
、

(
フ
ラ
ッ
シ

ユ
バ
ッ
ク
現
象
)

す
。
特
に
中
学
生
を
含
む
少
年
に

よ
る
薬
物
乱
用
は
深
刻
な
問
題
で

す
。党
せ
い
剤
等
の
薬
物
は
、

を
蝕
む
だ
け
で
な
く
、

こ
と
も
あ
り
ま

心
身

幸
せ
な
家

一
生
も
台
無
し
に
し
て

し
ま
い
ま
す
。
皆
さ
ん
で
薬
物
乱

庭
や
人
の

用
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

警
察
で
は
、
党
せ
い
剤
等
薬
物

に
関
す
る
相
談
に
お
答
え
す
る
ほ

か
、
密
売
や
乱
用
に
関
し
て
の
情

報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
北
槍
山
警
察
署
》

テーオ小笠原今金庖
今金町農業協同組合
ツバメ石油
藤 川 商庖
黒沢商会
今商庖
さわ書店
佐藤モーター商会
大倉啓太郎
吉田智子
スナック瀞
藤村家具センター
いしかわスポーツ
小川食品
佐藤ふとん庖
伊東フミエ
野宮印刷
鈴木 忠
金沢竹治郎
尾形信一
大貫道 安
明治生命保険相E会社今金支所
木島 正夫
今 金国 保病院 売居
今金婦人 会
匿 名
今金町赤十字奉仕面
大和谷 正雄
松永 正義

会
部
会
ブ
会
同
子
男
市
好
繁
雄
作
堂
子
繁
義
わ
よ
庖
町
所
材
所
設
所
気
会
ア

童
支
師
門
員

ト

紀

、

業

二

作

品

ト

児
金
医
久
委
耐
恭
忠
邦
喜
幸
栄
食
有
勝
ヵ
靴
工
木
コ
建
製
電
話
ス

4
今
、
、
育
畑
町

学

命

山

一

口

教

育

み

千

金

金

鉄

島

町

ア

小
生
槍
社
庁
教
村
井
川
野
塚
楽
団
部
崎
な
中
板
一
回
本
倉
金
シ

金

治

部

間

引

い

日

藤

ケ

カ

今
明
北
今
今
中
奥
小
嶋
矢
西
本
喜
飯
波
宮
み
八
田
今
佐
山
多
坂
内
大
今
ア

《上磯町》
渡辺
《大野町》
北嶋
《島牧村》
内藤
((苫小牧市))
三 熊
《函館市》
惰)エスエス建設設計室
田中 実
浜 西信義
阿部菜穂美
《札幌市》
高松
宮崎
戸 田
《今金町》
まるびし旅館
米山健三
ケールズ
今金町職員組合
今金高等養護学校生徒会
今金高等養護学校

《乙部町》
三 稲
山崎
《熊石町》
遠藤
《大成町》
大野
《瀬有岡山T))
細 川 ミドリ
東洋薬研袷山営業所
フォルケ・ホイス・コーレ
瀬棚町手をつなぐ親の会
《北槍山iHJ))
槍山北高等学
北檎山小学
尾野秀
東ハ イヤ
渋沢孝
《長万部町》
出水
金沢
《八雲町》
及川留吉
ペプシコーラ八雲支庖

者世

究

行

H百

社会福祉協議会だより 12' 1 .12 

※光由里学闘、世舟圏、社会福祉協議会への多額のこ'寄付、
ご厚志ありがとうこ.ざいました。

(敬称略)

武

安R

ダ

己

郎
メ
四

サ

敏

金
卜

江
男
夫

校
校
義

子
郎

清
留

〕O
 
1
 
〔〕-1

 
〔



(重点目標)

固

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

園

町
の
歴
史
や
自
然
・

文
化

を
大
切
に
し

函

¢'家
庭

や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

困

熱
意
を

も

っ
て、

自
ら
楽
し
く
健
や
か

に
学
び
合

い
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
の
知
恵
袋

j
遊
び
で
深
め
る
親
子
の
紳

親
子
の
紳
を
深
め
る
た
め
に
大
豆
玄
チ
ラ
シパ
ズ
ルφ
簡
を丸山
た
パy
ト
宗
l

ル
で

事
な
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
。
子
供
と
ふ
怒
ご
っこ
一世
く凶
って新
聞
引
き
ι
c

れ
あ
う
時
間
を
持
つ
こ
と
が
大
切
。
タ
オ
ル
が
お
も
し
ろ
い

で
す
。
で
も
、
ど
う
や
っ
て

?

成

引

き
丸
ふ
ん
で
キ
ヤy
チポ
ー
ザ
問
に
山
い
て
中

長
に
欠
か
せ
な
い

『遊
び
』
を

一

地
り翠

(立
って

出
って

門中汁
む
で
)
平取り
闘
争

絡
に
楽
し
ん
で
み
る
の
も
一
つ
の

(足
長
ん
で
おな
かに叫ん
で
し
つぼにみたて
て)
字

方
法
で
す
。
市
販
の
絵
本
や
お
も
か
ら
ぶら
下
げ
て
早
つか
み脱
?
討
し

(さ
っこ、

手に

ち
ゃ
も
良
い
け
れ
ど
、
身
近
な
物

で
簡
単
な
手
守
つ
く
り
の
遊
び
も
楽

し
い
も
の
で
す
よ

。
新
聞

・
チ
ラ
シ
が
お
も
し
ろ
い

くるま
った
ら
ミ
ノ
ムシ
ご
っこ
一泊当に凶
って一ん通
り

社会教育

だより
第279号
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(3) 

触
った物
音
山」てる
)
e
t
c

。
布
団
、
シ

l
ツ
が
お
も
し
ろ
い

合もぐ
りこん
で
ヒソ
ヒソ悶
」
合くるま
ってのり昌吉
ご

っこ
一ト
ンネ
ル
くぐ
り
e
t
c

ア
イ
デ
ア
次
第
で
子
育
て
の
楽

し
さ
倍
増
。
ま
た
、
子
供
は
遊
び

を
考
え
。
た
し
た
り
、
身
の
回
り
の

物
を
お
も
ち
ゃ
に
見
立
て
て
い
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
。
よ
く
観
察
し

て
い
れ
ば
、
新
発
見
が
あ
る
か
も
。

こ
の
他
に
も
手
軽
に
出
来
る
手

遊
び
ゃ
歌
遊
び
も
あ
り
ま
す
。
各

保
育
所
、
幼
稚
園
、
子
育
て
サ
ー

ク
ル
の
活
動
も
ヒ
ン
ト
に
な
る
か

も
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご

一
報

を
。
(
社
会
教
育
奴
8
2
I
3
4
8
8
)• 

t 

• 

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

子
ど
も
に
指
導
す
る
う
え
で
、
子

ど
も
の
意
志
を
無
視
し
て
大
人
の

考
え
を
押
し
つ
け
る
こ
と
は
決
し

て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん。

一
番
重
要
な
こ
と
は
子
ど
も

た
ち
が
主
人
公
だ
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
急
速
な
時
代
の

変
化
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
に
対

す
る
教
育
の
在
り
方
に
、
新
た
な

方
向
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
再
度
見

直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
幻
世
紀
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
、
大
人
が
残
し
て
や
れ

る
こ
と
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
心

身
を
鍛
え
る
習
慣
づ
け
を
す
る
こ

と
で
す
。

(聞
い一一ヨ
ドハヤ

深

藁

靴
(ふかわらぐっ)

る番喜さ2毛J麗句
〈文化財探訪44)

冬
の
葉
製
は
き
も

の
で
、
ゴ
ム
長
靴
や

防
寒
靴
が
普
及
す
る

ま
で
は
最
も

一
般
的

な
は
き
も
の
で
し

た
。
北
海
道
へ
移
住

し
て
き
た
暖
か
い
地

方
の
出
身
者
は、

移

住
後
、
初
め
て
の
冬

私
た
ち
の
生
涯
学
習

今
回
は
紙
芝
居

「じ
ゃ
が
い
も

の
花
」
(
代
表
秋
山
道
子
さ
ん
)
の

皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

と
の
会
が
結
成
さ
れ
た
の
は
、

今
金
町
百
年
で
あ
る
平
成
9
年
で

す
。
集
ま

っ
た
仲
間
は
、
保
母
さ

ん
、
学
校
の
先
生
、
歯
科
衛
生
士
、

そ
ろ
ば
ん
塾
の
先
生
な
ど
職
種
も

バ
ラ
バ
ラ
の

9
人
。
町
の
百
年
の

歩
み
を
何
ら
か
の
形
で
表
現
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
と
み
ん
な
で
考
え

つ
い
た
の
が
、
特
大
の
紙
芝
居
で

し
た
。

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
先
に
移
住

し
た
人
々
や
雪
国
出
身
者
か
ら
藁

製
品
を
作
る
技
術
を
ま
ず
習
得
し

た
そ
う
で
す
。
稲
作
が
定
着
し
て

い
な
か
っ
た
明
治
時
代
に
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
稲
作
の
進
展
が
見

ら
れ
て
か
ら
も
北
海
道
産
の
葉
は

短
く
柔
ら
か
い
た
め
、
本
州
か
ら

購
入
す
る
村
も
あ

っ
た
そ
う
で

す
。
多
く
の
家
庭
で
は
、
古
米
俵

を
買
っ

て
ほ
ぐ
し
、
農
作
業
が
終

わ
っ
て
か
ら
両
親
が
深
鼓
靴
、
瓜

子
、
葉
手
袋
、
蓑
な
ど
を
作
り
、
冬

に
備
え
た
の
で
す
。
写
真
の
深
藁

靴
は
和
田
林
一二
さ
ん
が
制
作
、
血一且

「今
金
物
語
」
と
題
さ
れ
た
脚

本
は
小
学
校
の
先
生
が
書
き
ま
し

た
。
こ
の
脚
本
に
そ

っ
て
絵
を
描

• • 

優
し

εヒ
思
い
や
J
d
h剛
志
或
恒
例

τ
1

3
武一ココ一
7
ィ
ア

・
ス
ロ
ー
ん
i
n
亡
し
べ
コ

ミ
レ
ニ
ア
ム

・
イ
ア

l
が
穏
や
の
実
際
を
体
験
し
、
入
所
者
と
の

か
に
幕
を
開
け
て
間
も
な
く
、
総
交
流
を
通
じ
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ

合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ

二
階

に

あ

ィ

ア

の

心
や
今
金
町
の
福
祉
の

一

る
老
人
保
健
施
設
に
は
、
冬
休
み
端
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
の
願
い

を
有
意
義
に
過
ご
し
た
い
と
集
ま

が

あ

り
ま
し
た
。

一
日
介
護
福
祉

っ
た
中
高
生
た
ち
が
、
入
所
の
お

士
と
な

っ
た
生
徒
達
は
、
介
護
の

年
寄
り
た
ち
と
言
葉
を
交
わ
し
、

実
際
が
想
像
以
上
に
体
力
を
使
う

微
笑
み
な
が
ら
お
世
話
を
し
て
い
こ
と
や
症
状
、
程
度
に
よ
り
ケ
ア

る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
去
る

一
月

の

仕

方

が

一
人

一
人
選
う
こ
と
な

十
一
日

1
十
凶
日
の
四
日
間
開
催
ど
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
指
示
を
頼

さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ク

l

り
に
仕
事
を
こ
な
し
、
最
後
ま
で

ル
で
の
様
子
で
す
。
各
日
=
一1
五
笑
み
を
絶
や
さ
ず
、
『
大
変
だ
け

名
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
ス
ク

l

ど
楽
し
か

っ
た
』
『
ま
た
企
画
し

ル
で
は
、
介
護
福
祉
士
が
マ
ン
ツ
て
く
だ
さ
い
』
と
口
を
揃
え
て
言

l
マ
ン
で
指
導
に
あ
た
り
、
食
事

っ
た
言
葉
は
、

年
齢
を
越
え
て
通

や
入
浴
、
排
池
の
介
助
な
ど
、
施
じ
合
う
こ
と
が
で
き
た
自
信
と
、

設
内
で
日
常
行
わ
れ
て
い
る
活
動
「
や
さ
し
さ
」

「い
た
わ
り
」

「思
い

や
り
」
の
心
を
見
つ
け
出
し
た
証

し
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
別

れ
間
際
、
生
徒
の
手
を
握

っ
て

『
ま
た
来
て
ね
』
と
、
目
を
潤
ま
せ

る
お
年
寄
り
の
姿
も
。
僅
か
な
時

間
の
ふ
れ
あ
い
が
確
か
に
息
づ
い

た
瞬
間
で
す
。
希
望
に
満
ち
た
新

た
な
世
紀
へ
の
旅
立
ち
に
向
け

て
、
助
け
合
い
、
支
え
合
う
ま
ち

つ
く
り
の
手
助
け
に
な
れ
ば
と
願

う
も
の
で
す
。

回
小
学
校
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も

の
で
す
。

参
考
文
献

「北
海
道
の
民
百
円」

(北
海
道
新
聞
社
刊
行
)

(12) 

き
、
B
G
M
の
テ
ー
プ
を
作
り
、

初
披
露
は
そ
の
年
の
総
合
文
化
祭

で
し
た
。
そ
の
後
も
さ

っ
ぽ
ろ
今

金
会
の
総
会
や
熊
本
県
と
の
国
内

交
流
事
業
な
ど
で
も
見
て
も
ら
い

ま
し
た
。
今
後
は
、
町
に
残
る
民

話
や
伝
承
を
掘
り
起
こ
し
、
新
し

い
紙
芝
居
を
作
る
こ
と
が
皆
さ
ん

の
新
し
い
目
標
だ
そ
う
で
す
。
こ

の
会
に
は
何
の
き
ま
り
も
な
い
そ

う
で
す
。
少
人
数
だ
か
ら
で
き
る

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
集
ま
り

た
い
時
に
集
ま
り
、
一
緒
に
何
か

を
作
る
、
こ
れ
も
生
涯
学
習
の
ひ

と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

す

【

Z
向】

まU
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i母子楕今 金の受付 i
E 平成12年4月から進学 ・進級及び i
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障
害
基
礎
年
金

月みんなの健康2 
L J 

Iλ・

E、
古象対目項

λ井i止

全住民一般他政相敵

± 市官官官官

③20歳前|こ初診日がある1号合

は、 20歳lこ怠つだとき(障害

認定日ガ20歳以後のときは障

害認定日)c、1級または2
級の障害状態Cあること

*~章害基礎年金の受給権者に

よって、生計を維持されてい

る子供がいるときは、加算が

つきます。

ただし、手1J18歳|こ達する

日以後の最初の3月31日まで

(障害者1，，20歳未満)。

支給される条件
①初診日の前々月までC、保

険料納付済期間(免除期間を

含む)t了、加入期間の2/3以上
あること

※初診日が平成18年4月1臼

前のI暑合、特例として初診日

の前々月までの1年間に保険

料の滞納がなければ支給され

ます。

②障害認定日巴、政令で定め

られ芝 1級まを1，，2級の障害
!こ該当すること

※障害認定日とは、初診日よ

り1年6か月を経過した日

か、その期間内!こ治つだ日

(症状が固定しだ日を含む)

のことです。

• 

， 

• 
お知らせ

台揖低地区巡回齢瞭は荊院の拍曹関と同じです.70成以七回方は老人1><時受給古柾も必要となりますのでお忘れのないようお醐いします.
会岬修予防植酬は個別接踊となります.接樋料金は無料です.

時下手舶をご硲認の上、未撞踊で対象年齢にある方は接I~をお勧め盟します.

合昨疹は感血!Jが強く一生のうちにー庄はかかる重い嗣司ですが‘予防接随をすることで亜症化を防ぐことが可能です.

また、予陣頭専をお持ちでない方 畳吋方削わからないIiも 下品~ì1!鮪先まで ご相臨下さい.

くお問い合わせ連結先>今金町韓合福祉胞設としベつ 保他福祉副l旭日Eづくり係保他師 屯話 2-2780 

母子他肱手帳 ・ 予診~を
忠れずに.※予診票は各病
医院にも用意してあります。
2/25と3/3は、乳児健診
とEなる日なので。予防
f華航時間祢が遅れますが
ご了吊下古い

八型総合前院耳鼻科医師ð~棋
(有料)

持ち物診察料金 ・
険証 ・老人医姉号危

H N 3月14日(火1114 : 20-14 : 50 " 

生桂12ヶ月-90ヶ月

無1'"地区巡回障1"¥1耳鼻科)

股関節脱臼検査

麻疹予防接極

く

「」-つ

手
が
不
自
由
な
方
に
と

っ
て

は
、
普
段
の
生
活
に
お
い
て
靴
下

の
活
用
が
大
き
な
苦
労
の

一
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
靴
下
を
つ
か
む
・

靴
下
を
広
げ
る
、
足
に
あ
わ
せ
る

と
い
う
動
作
が
、
手
先
の
不
安
定

さ
や
手
の
ふ
る
え
に
よ
り
手
間
取

る
た
め
で
す
。
高
齢
の
方
や
身
体

に
障
害
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
脚

や
腰
が
曲
が
り
づ
ら
く
手
を
足
元

ま
で
持
っ
て
い
く
と
い
う
動
作
が

大
変
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

方
が
、
靴
下
を
は
き
や
す
く
な
る

用
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

4
く
つ
し
た
エ
イ
ド

/
 

Jγ • • 歯
と
ロ
の
健
康
「
子
ど
も
の
歯
」

。
歯
磨
き
は
回
数
よ
り
質

よ
く
隣
け
て
い
な
け
れ
ば
、

一

日
に
何
回
磨
い
て
も
虫
歯
に
な
っ

て
し
ま
う
事
が
あ
り
ま
す
。
寝
て

い
る
聞
は
、
つ
ば
の
量
が
減
っ
て

虫
歯
に
な
り
や
す
い
の
で
寝
る
前

の

一
回
だ
け
で
も
丁
寧
に
磨
く
と

予
防
の
効
果
は
大
き
い
の
で
す
。

子
ど
も
達
は
、
大
人
の
人
に
磨
い

て
も
ら
う
事
で
磨
く
感
覚
を
学
習

し
て
い
き
ま
す
。
仕
上
げ
磨
き
の

時
は
力
を
入
れ
ず
に
、
細
か
く
動

か
し
て
磨
き
ま
す
。
「
歯
磨
き
は

楽
し
い
な
、
さ

っ
ば
り
し
て
気
持

ち
が
い
い
な
」
と
い
う
事
を
教
え

ら
れ
た
ら
大
成
功
で
す
。

。
よ
く
岐
む
事
が
何
よ
り
も
大
切

時
叫
ん
だ
り
飲
み
込
ん
だ
り
す
る

事
が
自
然
に
身
に
付
く
と
思

っ
た

ら
大
間
違
い
で
す
。
岐
む
事
は
、

本
能
で
は
な
く
学
習
し
て
身
に
つ

け
る
も
の
な
の
で
す
。
歯
と
口
が

う
ま
く
成
長
し
て
い
な
い
と
上
手

に
吹
む
能
力
、
上
手
に
飲
み
込
む

能
力
は
育
ち
ま
せ
ん
。
佼
む
刺
激

は
大
脳
の
活
動
の
原
動
力
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
よ
く
吹
む
事
で
、

頭
が
良
く
な
る
、
ボ
ケ
を
予
防
す

る
、
情
緒
を
安
定
さ
せ
る
な
ど
と

靴
下
や
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
履
く

た
め
の
用
具
で
す
。
引
き
上
げ
る

部
分
が
布
ひ
も
な
の
で
か
さ
ば
ら

ず
、
持
ち
歩
き
で
き
ま
す
。
使
う

と
き
は
い
す
な
ど
に
座
り
、
く
つ

し
た
エ
イ
ド
に
靴
下
を
か
ぶ
せ
、

ひ
も
の
先
を
持
っ
て
、
く
つ
し
た

エ
イ
ド
が
つ
ま
先
に
く
る
よ
う
に

足
元
に
下
ろ
し
ま
す
。
つ
ま
先
を

入
れ
た
後
ひ
も
を
引
き
上
げ
ま
す
。

こ
の
用
具
を
使
用
す
る
に
は
、

く
つ
し
た
エ
イ
ド
本
体
に
靴
下
を

か
ぶ
せ
る
動
作
が
で
き
る
か
ど
う

か
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

各
メ
ー
カ
ー
か
ら
同
様
の
品
が

販
売
さ
れ
て
お
り
、

l
，
5
0
0

1
4
，

o
o
o円
程
度
の
価
格
と

な
り
ま
す
。
ま
た
「
総
合
福
祉
施

設
と
し
べ
つ
」
で
は
今
回
ご
紹
介

し
た
品
物
を
展
示
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
一
度
手
に
と
っ
て
ご
覧

下
さ
い
。
そ
の
他
の
便
利
な
用
品

の
相
談
も
お
気
経
に
ど
う
ぞ
。

(
在
宅
介
慾
支
援
セ
ン
タ
ー
)

(14) 

企このように使用します.

言
わ
れ
る
の
は
、
唆
む
事
が
脳
細

胞
を
活
性
化
さ
せ
て
、
人
間
と
し

て
の
能
力
や
豊
か
な
心
を
開
花
さ

せ
て
い
る
か
ら
で
す
。
吹
む
と
言

っ
て
も
、
い
き
な
り
固
い
も
の
、

繊
維
の
多
い
も
の
を
食
べ
さ
せ
る

と
、
丸
の
み
し
た
り
、
好
き
嫌
い

の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

三
度
の
食
事
を
意
欲
的
に
し

っ
か

り
食
べ
る
事
で
、
少
し
ず
つ
唆
む

練
習
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

。
歯
に
よ
い
生
活
は
全
身
に
良
い

乳
歯
時
代
に
生
涯
に
渡
る
健
康

的
な
生
活
習
慣
の
基
礎
つ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
好
き
嫌
い
の

な
い
、
よ
く
唆
ん
で
食
べ
る
子
に

育
つ
な
か
で
、
上
手
に
虫
歯
予
防

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
乳
歯
の
時

に
虫
歯
が
多
い
と
、
虫
歯
菌
が
地

え
て
い
る
状
態
の
中
に
永
久
歯
が

生
え
て
く
る
の
で
、
永
久
歯
も
ま

た
、
虫
歯
に
な
り
や
す
い
の
で

す
。
乳
歯
時
代
の
過
ご
し
方
を
誤

る
と
、
永
久
歯
ま
で
問
題
を
引
き

ず
る
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
乳
歯
の
時
の
虫
歯

予
防
が
大
切
だ
と
い
わ
れ
て
い
る

の
で
す
。

健
康
な
体
や
、
よ
い
永
久
歯
を

育
て
る
た
め
に
も
、
乳
歯
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。
(
健
康
づ
く
り
係
)
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~~畿のアイドル
ゅうま

裕真ちゃん

(平成9年7月23日生まれ)
椛屋裕司さん、香織さんの長男

結衣ちゃん

曙町

【親から】

ちょ っ ぴり人見知りをするけれど可 M~
に似たのかおしゃべりが大好きでいつ
もニコニコ元気な 結衣"。
今はままごとに夢中で、得意な料理は
目玉焼吉。

みなさん どうぞよろしくネ I I 

‘純屋

下豊田

【親から】

こんにちは6ゅうま"です。

トーマスと駆とTVが大好きで、毎日踊っ
たりで大忙しです。でも雷と暗い再訪f大嫌
いなの。
こんなボクですが町で会ったら手を限
ってね「パイハイJするからね。

砂加藤

(平成9年 7月31日生まれ)
加融智昭さん典子さんの長女

カレンター使ってく定きい
~今金高等差護学絞~
花徒飾たいぬでしカ校
な達ら。へく作まレ生 12
どがれカんもらしン徒月
が作まレ心りれたダが 17
手つしンのがた。 l 、日
渡たたダこ伝もカを自
さ木。 1もわのレ川分今
れ工そはつつでン島た金
ま品の早たて、ダ助ち高
しや他速もく手 |役で控
え語に助のる作はに作養
15も役で 、り版 手つ設
問生室したの画渡た学

， 

。g。令。go住民の動態
12月末現在

08008。ゃ
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84-5321 

87 -2470 

82 -0221 

84-5011 

82 -0057 

休日当番医

2月6日 北格山立国保病院(北袖山)

11日 瀬棚町国保医科診療所(瀬 棚)

13日 今金町立国保病院(今金)

20日 道南ロイヤル病院(北倫山)

27日岩間医院(今金)

( 3月分については予定です)

3月5日 北櫓山立国保病院(北槍山) 84-5321 

12日 今金町立国保病院(今金) 82-0221 
※当者干医が急きょ変更となる場合がありますのでと了承下さい。

恭

卓

正

※診療時間

午前10時から正午まで

午後 l時から3時まで

小児科外来の診療時間変更について
小児科外来は、毎週水曜日と金曜日の午後から

の診療となっておりますが、次の期日については、

診療開始時間が午後2時以降に変更となりますの

でお知らせいたします。
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(今金町立国保病院)
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